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海外感染症情報

発生地域 更新年月日 情報内容
アフリカ 2015年₁月23日 エボラウイルス病の発生状況　（第₃週）：補足

― 2015年₁月22日 デング熱の流行状況について

― 2015年₁月21日 中東呼吸器症候群（MERS）の発生状況　（更新₄）

東アジア 2015年₁月20日 鳥インフルエンザA（H7N9）の発生状況　（更新₁）

中南米 2015年₁月19日 カリブ海諸国におけるチクングニア熱の発生状況

― 2015年₁月16日 流行が始まったヨーロッパのインフルエンザ　★

　

　2015年₁月12日付けの欧州疾病予防管理センター（ECDC）の情報によりますと、ECDC

はヨーロッパでもインフルエンザの流行期が始まったことを報じています。

　多くの国では、まだインフルエンザの活動が低い状態にあると報告されていますが、この

₃週間はインフルエンザの陽性検出率が10%を超え、この₁週間は26%を超えました。増加

が報告された国は、アイスランド、マルタ、オランダ、ポルトガル、スウェーデン、イギリ

スです。

　主に流行している型はインフルエンザA（H3N2）です。この型の今年のウイルスは、

2014-2015年に用意されたインフルエンザ・ワクチンとは抗原性が少し異なっており、ワク

チンの効果が弱まると考えられています。同時に、これまでのところは、抗インフルエンザ

薬には感受性があることも分かっています。

　インフルエンザにはワクチンがありますが、これは感染したときの症状を和らげるための

効果を狙ったものです。また、感染したときの抗インフルエンザ薬は48時間以内に投与すべ

きものです。自分自身にも、周囲のためにも、早めの受診が重要です。

　一番の予防手段は手洗いをしっかり行うことです。手洗いができない時はアルコールが含

まれた消毒用ジェル等でも代用できます。感染したときのマスクは社会的にも、患者自身の

咽頭保護にも有益です。

★【�2015年01月16日更新　流行が始まったヨーロッパのインフルエンザ】
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